
２０１５年度 鳥羽志摩中学校新人大会 バドミントンの部

１．日時 平成２７年９月２６日（土） 開館８：００ 開会式８：４０ 試合開始９：００

公式練習 ８：１０～８：２０ 鳥羽東中

８：２０～８：３０ 長岡中 磯部中

８：３０～８：４０ 答志中 文岡中

２．会場 鳥羽市立体育館

濃霧等により開会式の時間が変更になる場合がある。また９月２６日に行うことができない場合（６時半決定）

は２７日（日）に行い、会場は鳥羽東中体育館となる。

３．担当 大会長 ： 小竹 篤 （鳥羽東中学校長）

競技責任者 ： 岡野 富美 （磯部中学校）

審判長 ： 濱口 裕史 （長岡中学校）

会場責任者 ： 上野 浩美 （鳥羽東中学校）

進行・記録 ： 各顧問

賞状 ： 今村 善徳 （鳥羽東中学校）

救護 ： 右京 宣子 （鳥羽東中学校）

４．競技方法

①団体戦

シングルス・ダブルスともに２１ポイント３ゲームマッチ２ゲーム先取

※各試合は、２ダブルス・１シングルスで行い、２試合先勝をもって以後の試合を打ち切る。

ただし、初回戦は３試合まで行う。

（女子）

３位決定戦

④ ⑤

③ ②

①

磯部 文岡 答志 鳥羽東 長岡

②個人戦

・男女ともシングルス、ダブルス兼ねて出場できる。しかしシングルスのエントリーは ８人まで

とする。

・女子：ダブルス、シングルスともにトーナメント方式で行う。

・男子：ダブルス、シングルスともにトーナメント方式で行う。

ただしダブルスはエントリー数が５組以下の場合はリーグ方式で行う。

・個人戦の試合は男子はすべて２１ポイント１ゲームマッチ（１１点チェンジエンド、Max３０点）

とする。女子はダブルス・シングルスともに２１ポイント１ゲームマッチ（１１点チェンジエンド、

Max３０点）で行うが、初回戦のみ１５ポイント１ゲームマッチ（８点チェンジエンド、Max２０点）

とする。

・主審は敗者審判とする。線審、得点については当該校から出し合う。



② 進行 団体戦、個人戦の順で行う。

④競技中に、停電・火災・地震など、やむを得ない事情で競技の続行が不可能になった場合、次の処理を

する。

（１） 一定の時間を経過し、競技の続行が可能な場合は、競技が中断されたときのゲームのスコアのま

まで再開する。

（２） その日に競技の続行が不可能な場合は、その試合を中止とし、後日最初から競技を行う。ただし、

団体戦の場合はその中断された試合の前の試合までを有効とする。なお、再試合にあたってはオ

ーダーを変更することはできない。

５．使用シャトル ヨネックス ハイクリアーの２番 ビクターマスター３の２番

６．表彰

男子 個人 シングルス３位まで（小４枚） エントリー数８以上の場合、ダブルス３位まで （小８枚）

女子 団体 ２位まで（大２枚）

個人 シングルス・ダブルスともに３位まで （小１２枚）

７．服装 ユニフォームまたは学校指定の体操服、白靴下 ※背中にゼッケンをつける

３０ｃｍ

１５ｃｍ ※同一校で同じ名字の選手がいる場合、

名前の頭文字を明記する。

８．その他

①開会式 司会 ： 森本 麻子 （ 文岡中 ）

大会長あいさつ ： 小竹 篤 （ 鳥羽東中校長 ）

優勝旗返還 ： 昨年度優勝校 （ 磯部中 ）

競技について ： 岡野 富美 （ 磯部中 ）

審判について ： 濱口 裕史 （ 長岡中 ）

会場使用上注意 ： 上野 浩美 （ 鳥羽東中 ）

選手宣誓 ： 磯部中主将

②閉会式 司会 ： 森本 麻子 （ 文岡中 ）

成績発表 ： 今村 善徳 （ 鳥羽東中 ）

表彰・講評 ： 小竹 篤 （ 鳥羽東中校長 ）

③メンバー表 締切 ９月 １９日 （土） 長岡中 まで

○ ○ 中

○ ○ ○


